
１．鳥取港の気象・海象の特性
・北から北東方の風が吹く時は港内にうねりが侵入し影響を受けやすい。
・北寄りの風又はうねりが強いときは川の流れも影響し、港口付近は、波が高くなり出入港が困難
になる。
・季節別の波向出現状況は冬季は北方向、春季から秋季にかけては北北東方向が卓越する。
・季節別の風向出現状況は冬季は北北西、春季は南南東、夏季は北東、秋季は北北東が占めている。

２．鳥取港の港外避難等に関する勧告基準

３．その他
・底質は砂、岩である。
・鳥取港沖の水深２０ｍ付近底質は、Ｎ値２０～３０の細砂、
・鳥取港沖の水深２０ｍ～３０ｍの底質は、Ｎ値５０以上の磯混細砂、又は砂礫
・鳥取港沖の水深３０ｍ以深底質は、シルト質粘土、シルト質砂
・磯島南側の西防波堤と千代３号岸壁の間の錨地は、帯状に底質岩のところがある。
・港内は狭く大型船の錨泊には適さない。
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鳥取港の地域的情報

緊急連絡先

船橋に備え置いてください！

R３.９ 作成

各海域（港）最寄りの海上保安庁の事務所や地方運輸局で配布している走錨事故防止ガイドラ
インとともに、船橋に備え置いてください。

！


